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　大正の初め各地でボーイスカウト運動が始まり、大
正 10 年（1921 年）静岡にも「少年団静岡連盟」が結成
されました。翌年 4 月静岡市城内尋常高等小学校（現静
岡市立葵小学校）で第 1 回の全国大会が開催され「少年
団日本連盟」が誕生。国際連盟に加盟登録し世界中のボー
イスカウトの仲間入りをしました。

　その偉業を記念し 1972 年に「スカウト像」が誕生
の地である葵小学校に建てられました。校内には資料も
展示されています。
　現在、静岡県連盟には約 5,000 人のスカウト・指導者
が在籍し、健全な心と身体の育成を目的とした社会奉仕
や自然の中での体験等の活動をしています。（石川 和恵）

校内には関連資料が展示されています

静岡は「ボーイスカウト日本連盟」誕生の地!!
葵小学校正門横にあるスカウト像
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仲
間
づ
く
り
で
健
康
長
寿
を

「
健
康
長
寿
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ま
ち
」実
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て
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岡
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岡
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シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
静
岡
市
の
皆
様
に

お
か
れ
ま
し
て
は
、
輝
か
し
い
新
春

を
お
迎
え
に
な
ら
れ
た
こ
と
と
心
か

ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
は
、『
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー

ル
ド
カ
ッ
プ
２
０
１
９
』
が
ア
ジ
ア

で
初
め
て
日
本
で
開
催
さ
れ
、
大
い

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
会
員
の
皆
さ
ま
に
は
、

令
和
と
な
っ
て
初
め
て
の
年
を
健
や

か
に
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し

あ
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
人
口
減
少
・
少
子
高
齢
化

が
進
む
な
か
、
本
市
の
65
歳
以
上
の

高
齢
者
は
令
和
元
年
に
は
20
万
９
千

人
余
、
高
齢
化
率
30
・
０
％
（
全
国

平
均
28
・
４
％
）
と
な
り
人
口
・
割

合
と
も
過
去
最
高
記
録
を
更
新
し
て

い
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ

に
盛
り
上
が
り
を
み
せ
ま
し
た
。
今
年

は
、『
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
』
が
７
月
か
ら
開
催
さ
れ
ま

す
。
こ
れ
ら
の
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
の

開
催
に
よ
り
、
ス
ポ
ー
ツ
に
触
れ
る
機

会
が
増
え
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
た
健
康

づ
く
り
に
も
ま
す
ま
す
注
目
が
集
ま
る

も
の
と
思
い
ま
す
。

　

本
市
で
は
、「
健
康
長
寿
の
ま
ち
」

の
推
進
を
掲
げ
、
そ
の
取
組
み
の
一

つ
と
し
て
、
ス
ポ
ー
ツ
を
含
め
た
市

民
一
人
ひ
と
り
の
自
主
的
な
健
康
づ

く
り
の
促
進
を
図
っ
て
お
り
ま
す
。

シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
の
皆
様
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
を

始
め
と
し
た
各
種
ス
ポ
ー
ツ
へ
の
積

極
的
な
取
組
み
、
趣
味
や
特
技
を
生

か
し
た
文
化
芸
能
活
動
等
、
健
康
づ

数
・
会
員
数
は
減
少
傾
向
に
あ
る
こ
と

か
ら
、
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
静
岡
市
に
お
き

ま
し
て
は
、
会
員
の
加
入
促
進
の
努
力

を
行
っ
て
お
り
ま
す
が
、
減
少
傾
向
に

歯
止
め
が
か
か
り
ま
せ
ん
。
今
後
は
会

員
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
高

齢
者
組
織
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
と
ど
ま

ら
ず
、地
域
の
組
織
と
連
携
を
強
化
し
、

会
員
増
強
に
一
層
の
ご
努
力
を
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　

一
般
社
団
法
人
日
本
老
年
学
的
評
価

研
究
機
構
に
よ
り
ま
す
と
、
シ
ニ
ア
ク

ラ
ブ
の
仲
間
づ
く
り
が
健
康
長
寿
に
プ

ラ
ス
の
影
響
を
与
え
る
可
能
性
が
大

き
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
高
齢
に

な
っ
て
も
要
介
護
状
態
に
な
ら
な
い

よ
う
、
地
域
の
高
齢
者
に
シ
ニ
ア
ク

ラ
ブ
へ
の
参
加
を
積
極
的
に
呼
び
か

け
ま
し
ょ
う
。
そ
の
た
め
に
も
私
た

ち
自
身
も
魅
力
あ
る
ク
ラ
ブ
作
り
へ

の
努
力
を
日
々
続
け
て
ゆ
く
必
要
が

あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
会
員
の
皆
さ
ま
に
は
本

年
も
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
静
岡
市
へ
の
ご

支
援
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
と
と
も
に
、
皆
さ
ま
の
益
々
の
ご

健
勝
と
ご
多
幸
を
祈
念
い
た
し
ま
し

て
、
新
年
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。
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く
り
の
み
な
ら
ず
、
仲
間
づ
く
り
や

生
き
が
い
づ
く
り
に
も
つ
な
が
る

様
々
な
活
動
を
実
践
さ
れ
て
お
り
ま

す
。

　

加
え
て
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

形
成
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
の
社
会
貢

献
・
世
代
間
交
流
な
ど
、
様
々
な
活

動
を
通
じ
て
地
域
の
課
題
解
決
に
も
御

尽
力
い
た
だ
い
て
お
り
、
本
市
の
目
指

す
「
健
康
長
寿
の
ま
ち
」
の
実
現
に
大

き
く
貢
献
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
。
こ
れ
ら
の
取
組
み
に
心
か
ら
敬
意

を
表
す
る
と
と
も
に
、
今
後
も
シ
ニ
ア

ク
ラ
ブ
の
活
動
が
充
実
し
た
も
の
と
な

る
こ
と
を
御
期
待
申
し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
、
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
静
岡
市

の
益
々
の
御
発
展
、
そ
し
て
、
皆
様

の
御
健
康
と
御
多
幸
を
心
よ
り
祈
念

い
た
し
ま
し
て
、
新
年
の
挨
拶
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

新
任
会
長
研
修
会
が
７
月
９
日

は
ー
と
ぴ
あ
清
水
で
開
催
さ
れ
新

任
会
長
51
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

遠
藤
会
長
か
ら
「
新
任
会
長
と
し

て
の
心
構
え
」
の
講
話
の
後
、
内

田
事
務
局
長
か
ら
「
老
人
ク
ラ
ブ

連
合
会
の
組
織
」、
井
出
副
会
長

か
ら
「
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
の
運
営
と

活
動
」
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

続
い
て
単

位
ク
ラ
ブ

会
長
２
年

目
の
駒
越

シ
ニ
ア
ク

ラ
ブ
会
長

の
「
新
任

会
長
体
験

談
」
が
あ

新
任
会
長
研
修
会

　

7
月
23
日
（
火
）「
は
ー
と
ぴ
あ

清
水
」
に
て
、
三
区
の
女
性
委
員
55

名
の
出
席
で
、

「
第
13
回
三
区

女
性
会
員
合
同

交
流
会
」
が
開

催
さ
れ
ま
し

た
。

　

日
野
女
性
委

員
長
か
ら
の

「
全
老
連
女
性

リ
ー
ダ
ー
セ
ミ

ナ
ー
」
報
告
の

後
、
毎
回
好
評

の
「
女
性
会
員
の
活
動
事
例
」
を

駿
河
区
川
原
学
区
・
鷲
巣
や
す
子

さ
ん
、
葵
区
大
河
内
学
区
・
三
浦

富
江
さ
ん
、
清
水
区
折
戸
地
区
・

村
田
吟
子
さ
ん
に
発
表
し
て
頂
き

ま
し
た
。
活
発
な
内
容
に
ス
ク
リ

ー
ン
を
見
な
が
ら
熱
心
に
聞
き
入

り
ま
し
た
。

　

グ
ル
ー
プ
協
議
は
9
グ
ル
ー
プ

に
分
か
れ
て
の
意
見
交
換
で
、
幅

広
い
活
動
を
し
て
い
る
事
が
分
か

り
ま
し
た
。

　

三
区
と
も
、
会
員
増
強
に
は

苦
労
し
て
い

る
よ
う
で
し

た
。

　

今
回
の

主
管
は
清

水
区
、
最
高

の
纏
め
で
し

た
。

（
石
川
和
恵
）

り
、
最
後
に
初
め
て
の
試
み
と
し

て
、
全
員
が
数
人
の
グ
ル
ー
プ
に
分

か
れ
ス
タ
ー
ト
間
も
な
い
会
長
職
と

し
て
の
感
想
と
こ
れ
か
ら
の
抱
負
を

熱
心
に
語
り
合
い
ま
し
た
。

三
区
女
性
委
員
一
致
団
結
！

活

動

報

告
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前
日
ま
で
の
猛
暑
と
変
わ
り
爽

や
か
な
日
と
な
っ
た
10
月
8
日

（
火
）、
第
3
回
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
大

会
が
静
岡
市
民
文
化
会
館
中
ホ
ー

ル
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
場
い
っ
ぱ
い
に
埋
め
尽
く
さ

れ
た
ク
ラ
ブ
会
員
１
０
０
０
人
余

を
前
に
、
ま
ず
は
服
部
副
会
長
か

ら
開
会
宣
言
。
そ
の
後
、
遠
藤
会

長
か
ら
「
会
員
が
減
少
し
て
い
る

中
で
増
強
の
難
し
さ
、
ク
ラ
ブ
活

動
に
よ
る
心
と
体
の
健
康
へ
の
プ

ラ
ス
効
果
」
の
お
話
を
伺
い
、
表

彰
式
と
な
り
ま
し
た
。

　

受
賞
者
全
員
の
お
名
前
を
読
み

上
げ
た
後
、
各
賞
の
代
表
者
に
会

長
よ
り
賞
状
と
記
念
品
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。
受
賞
さ
れ
た
方
々
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

お
名
前
は
左
ペ
ー
ジ
の
表
を
ご

覧
下
さ
い
。

　

今
回
は
5
名
の
来
賓
者
に
も
ご

臨
席
賜
り
、
代
表
と
し
て
田
辺
市

長
と
遠
藤
市
議
会
議
長
か
ら
ご
祝

辞
も
頂
き
ま
し
た
。
市
長
の
「
短

め
の
挨
拶
に
し
ま
す
」
の
一
言
に

会
場
は
笑
い
の
渦
。
一
瞬
に
し
て

お
話
に
引
き
込
ま
れ
ま
し
た
。「
健

康
長
寿
の
お
手
本
と
な
る
シ
ニ
ア

ク
ラ
ブ
活

動
を
お
褒

め
頂
く
と

同
時
に
、

行
政
と
し

て
理
解
し

応
援
し
て

行
く
」
と

い
う
お
言
葉
を
心
強
く
受
け
止
め

ま
し
た
。

　

続
い
て
の
20
団
体
に
よ
る
芸
能

発
表
で
は
、
素
敵
な
演
技
に
拍
手

喝
采
。

　

発
表
の
前
に
代
表
者
が
「
会
の

紹
介
」
や
「
練
習
へ
の
取
り
組
み

方
」
を
説
明
し
て
下
さ
る
の
で
、

日
頃
の
苦
楽
を
味
わ
い
な
が
ら
の

活
動
場
面
も
想
像
で
き
、
盛
り
上

が
っ
た
発
表
会
で
し
た
。

　

最
後
に
井
出
副
会
長
に
よ
り
、

私
た
ち
の
会
員
の
一
年
間
の
取
り

組
み
へ
の
努
力
・
成
果
を
称
賛
し

て
頂
き
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
「
今
日
は
い
い
一
日
だ
っ
た

ね
！
」
と
言
っ
て
席
を
立
っ
た
方

の
声
を
聞
き
嬉
し
く
思
い
ま
し

た
。（
大
石 

眞
由
美
）

私 た ち は 静 岡 市 老 人 ク ラ ブ 連 合 会 の 活 動 を 応 援 し て い ま す

市 老 連 の 活 動

大
盛
況
の
第
3
回
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
大
会
！

20
団
体
に
よ
る
素
敵
な
演
技
に
拍
手
喝
采
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令 和 元 年 度 被 表 彰 者

　会員の皆さまにお願いしてきました 5 年間の会

員増強運動の報告です。ご協力ありがとうございま

した（以下は平成 26 年度から 5 年後令和元年度の

数字です）。クラブ数、会員数ともに減少という厳

しい結果でした。	

（１）クラブ数の推移

　441 クラブが 63 クラブ減少し、378 クラブとな

りました。（14.3％減です）

（２）会員数の推移

　19,508 人が 4,099 人減少し、15,409 人となりま

した。（21.0％減です）

（３）説明

　単位シニアクラブの会長が高齢などの理由により

会長を続けられなくなった時に、後継の会長になっ

ていただける方が見つからず、クラブを解散してし

まう事例が多くあり、会員減少の大きな原因となっ

ていました。

（４）これから

　期間は設けませんが、会員増強への取組みをお願

いします。会員は口コミにより未加入者への勧誘を

お願いします。また、会長一人に負担が集中しない

よう仕事の分担に心がけましょう。

会 員 増 強 運 動 結 果 報 告

私 た ち は 静 岡 市 老 人 ク ラ ブ 連 合 会 の 活 動 を 応 援 し て い ま す

学地区名 クラブ名 氏　　名

安　東 シニアクラブ千寿会 鈴木　健仁

大河内 楽寿会 永田　重郎

西　奈 草の実会 山畑　善次

服　織 親和会 岡村トモエ

大里東 下島寿会 須藤　秀秋

西豊田 中央会 高田　雪江

富士見 富士見台長壮会 丹羽　昌三

江　尻 鍛冶町第一百寿会 影山　芳郭

江　尻 魚町万寿会 伊藤　　朱

江　尻 魚町万寿会 石神　幸代

浜　田 上清水町一白会 澤野　恒春

岡 西高町シニアクラブさくら会 橋本　正夫

岡 シニアクラブ月見会 西澤惠津子

清　水 八千代町長寿会 西ヶ谷光男

駒　越 迎山クラブ 藤本　正洋

駒　越 駒越東町先人会 斎藤　　昇

駒　越 駒越北町親和会 大坪　　勣

駒　越 駒越中二睦クラブ 堀　　利郎

駒　越 港南町クラブ 星野　宣義

高　部 鳥坂第一鶴山会 石輪　義信

興　津 清見寺町寿会 望月　裕恵

興　津 万年青クラブ 河原崎正治

会長5年以上功労者 学地区名 クラブ名 氏　　名

麻　機 若葉会 古川富沙枝

西　奈 瀬名中央むつみ会 村上　文平

西　奈 瀬名中央むつみ会 加藤　静子

西　奈 瀬名中央むつみ会 片山　文造

江　尻 鍛冶町第一百寿会 深澤千恵子

浜　田 上清水町一白会 浅井　初江

岡 中矢部町延寿会 鍋田　靖男

岡 大沢町長寿会 大川原倉巳

清　水 八千代町シニアクラブ 高山　君江

役員10年以上功労者

学地区名 クラブ名

久　能 安居睦寿会

飯　田 シニアクラブ蜂ヶ谷明蜂会

優良クラブ
学地区名 クラブ名

有　度 シニアクラブ草薙

長田東 鎌田喜楽会

田　町 長生会

会員増強特別賞

学地区名 クラブ名 氏　　名

庵　原 元静岡市老人クラブ連合会会長 朝倉　隆弥

登　呂 登呂 1丁目楽友会

全国老人クラブ連合会

学地区名 クラブ名 氏　　名

大　谷 静岡市老人クラブ連合会理事 八木　隅雄

関東甲信越静ブロック老人クラブ連絡協議会
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　9 月 20 日（金）葵区ペタ
ンク大会を松富スポーツ広場
で 開 催 し、47 チ ー ム、172
名が出場しました。
　晴天に恵まれ熱戦が繰り広
げられました。目標のビュッ
トの近くに球を投げ「ヨーシいいぞ！」「ああ　もう少し右
…左」と声援や拍手でリーグ戦が終わりました。
　1 〜 4 位の中で各グループのトーナメント戦は、チームの
戦術を凝らした熱の入った試合になりました。上位 15 チー
ムは 12 月 6 日（金）の市大会に出場しました。（石川 和恵）

　10 月 24 日（木）、静岡市中央体
育館にて葵区スポーツ大会が開催さ
れ約 600 名の選手が参加しました。	
　参加者は地区ごとに 4 ブロックに
分かれ、お手玉投げやボウリング、
たすきリレー等 6 種類の競技で熱い
戦いが展開。応援団からも大きな声
援が送られ会場全体が熱気に包まれ
ました。
　笑顔があふれ、元気いっぱいで挑
む姿が見られ「健康長寿のまち」に
ふさわしい大会でした。（太田 幸江）

目指すは全国！

優　勝 第２ブロック赤組（井川・梅ヶ島・大河内・賤機・美和・井宮・玉川）
準優勝 第３ブロック黄組（竜南・麻機・西奈・千代田）
第３位 第４ブロック青組（横内・一番町・駒形・安東・伝馬町）
第４位 第１ブロック桃組（服織・安西・田町・中藁科・南藁科）

1位T

優　勝 一番町 一寿会A
準優勝 西　奈 草の実会C

第３位 美　和 下与千寿会A
一番町 住吉シニアクラブ

2位T 優　勝 井　宮 平和緑寿会A
準優勝 西　奈 草の実会D

3位T 優　勝 安　東 安東E
準優勝 横　内 城東四恩会

4位T 優　勝 横　内 瓦場町白寿会A
準優勝 賤　機 三楽会A

私 た ち は 静 岡 市 老 人 ク ラ ブ 連 合 会 の 活 動 を 応 援 し て い ま す

葵 区 活 動 紹 介

熱戦を制したのは第2ブロック赤組！！

大
会
結
果

大
会
結
果

第 4 回 葵区ペタンク大会

第14回葵区スポーツ大会
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　「天皇陛下即位の礼」の儀式から一夜明けた 10 月 23 日（水）
選手・実行委員・応援者を含め 600 名が市中央体育館に集いス
ポーツ大会が開催されました。昨年と同じ 6 種目が 3 ブロック
に分かれ熱い戦いが繰り広げられました。一競技毎に応援席か
らの大歓声が館内に響きわたり、それに応える選手の動きも、シ
ニアの大会とは思えない程のパワーみなぎる情景でした。
　若手委員の活躍で競技の進行、準備等々スムーズに運ばれ素
晴らしい大会となりました。御苦労様でした。大会結果は下記の
通りです。（大石 眞由美）

　9 月 19 日（木）、第 4 回ペタンク大会が開催されま
した。前日の雨天で開催が危ぶまれましたが、関係者
が早朝から参集しグラウンドの状況を確認しました。

　引き続き縄張りを
して試合会場づくり
を行い、定刻どおり
開催することができ
ました。大会結果は、
表のとおりです。

（牧野 展也）

優勝 準優勝
１位T 川原長寿会B 大谷シニアクラブB
２位 T 大谷シニアクラブA 八幡5丁目シニアクラブ
３位T 登呂１丁目楽友会C 恵美会A
４位 T 中島若葉会D 大谷シニアクラブD

大会結果 優　勝 第3ブロック 中島・南部・長田北・東源台・東豊田
準優勝 第 2ブロック 富士見・中田・大谷・大里西・大里東
第３位 第 1ブロック 西豊田・川原・森下・長田東・久能

川原長寿会が念願の初優勝!!

大歓声が響き渡る熱い戦い

４３チーム１５１人参加

私 た ち は 静 岡 市 老 人 ク ラ ブ 連 合 会 の 活 動 を 応 援 し て い ま す

駿 河 区 活 動 紹 介

第14回 駿河区スポーツ大会

第 4 回 駿河区ペタンク大会

大
会
結
果
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　9 月 20 日（金）、秋の気配が感じられる中、新興津
緑地公園多目的広場において、清水区グラウンド・ゴル
フ大会が開催されました。
　昨年は雨のために実施できなかったので、久し振りの
大会です。各地区代表の選手は皆張り切って出場してい
ました。大会結果は以下の通りです。（吉野ちよみ）

1 位 海野　欣五 庵原

2位 宮城島真澄 三保

3位 杉山　昇司 高部

4位 関　　康夫 辻

5位 西川　賢司 小島

1位 山田三重子 袖師

2位 岡田　芳子 辻

3位 木下志保子 駒越

4位 國持眞佐子 辻

5位 竹内みよ子 有度

　暑さが厳しくなりはじめた 7 月 12 日（金）に、狐ヶ
崎ヤングランドボウルで今年の大会が行われました。参
加者は男性 69 名・女性 53 名。皆腕に覚えのある人ぞろ
い。ガターなど見あたりません。競技は 2 ゲームで行われ、
楽しそうにプレーする選手たちの笑顔あふれる大会とな
りました。表彰は男女それぞれに賞状と賞品、とび賞で
した。入賞者は下表の通りです。（吉野ちよみ）

【男子の部】
順　位 氏　名 スコア
優　勝 川口　行洋 405点
準優勝 宮城　利道 382点
第３位 田中　　裕 381点

【女子の部】
順　位 氏　名 スコア
優　勝 大多和　巧

よしみ 321 点
準優勝 堀内みね子 315点
第３位 服部　友子 312点

練習は裏切らないことを証明

【
男
子
の
部
】

【
女
子
の
部
】

私 た ち は 静 岡 市 老 人 ク ラ ブ 連 合 会 の 活 動 を 応 援 し て い ま す

清 水 区 活 動 紹 介

第15回 清水区ボウリング大会

久し振りのグラウンド・ゴルフ大会

市大会出場を目ざして奮闘!!

第20回 清水区グラウンド・ゴルフ大会

大
会
結
果

大
会
結
果
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【男性の部】
優　勝 鈴木　敏之 浜　田 16
準優勝 深澤　克生 小　島 19
第３位 平田　憲一 蒲　原 20
【女性の部】
優　勝 堀池三保子 小　島 16
準優勝 森田　昌枝 庵　原 19
第３位 増田　桂子 南　部 20

　8 月 9 日（金）三区 96 チーム、480 名が参加して開催されました。
葵区北部体育館はエアコンの故障のため 6 台の大型扇風機が用
意され、窓を開け風通しを良くしての大会でした。
　心配した極暑の中、「熱中症に気を付けて、水分補給を…」と
声かけあって、無事終わる事が出来ました。
　葵区が上位を独占しました。大会結果は下表の通りです。

（石川 和恵）
順　位 区 学地区 チーム名

優　勝 葵 西　奈 草の実会A

準優勝 葵 賤　機 松寿会A

第３位
葵 井　宮 平和緑寿会A

葵 麻　機 猿田川クラブA

第５位

葵 美　和 下与千寿会A

葵 西　奈 むつみ会A

駿河 大里東 下島寿会A

清水 不二見 不二見輪投げクラブ

　第 13 回シニアクラブ静岡市グラウンド・ゴル
フ大会は 10 月 11 日（金）、清水庵原球場第 2 球
場で開催されました。
　葵・駿河・清水の 3 区から選抜された 240 人が
出場し、男女別の個人戦でスコアを競いました。
　 会 場 は A ～ D まで 10 ホ ー ル ず つ
40 ホールが設置され、選手は 2R・20
ホールを廻ります。残念な事に 1R 終
了時に急な雨に見舞われ、打切り終了
となりました。上位入賞者は男女別に
右表のとおりです。（鈴木 泰造）

優勝は鈴木敏之さん（男性の部）

堀池三保子さん（女性の部）

私 た ち は 静 岡 市 老 人 ク ラ ブ 連 合 会 の 活 動 を 応 援 し て い ま す

市 老 連 の 活 動

大会結果

三区熱戦の結果は？

第１3回 シニアクラブ静岡市グラウンド・ゴルフ大会

第14回 シニアクラブ静岡市輪投げ大会

大会結果
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当
会
の
創
設
は
昭
和
38
年
3

月
。
今
年
で
56
年
目
を
迎
え
る
。

　

定
例
会
は
当
時
か
ら
、
毎
月
20

日
を
目
途
に
開
催
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
て
、
現
在
ま
で
続
い
て

い
る
。

　

開
催
の
日
は
、
朝
9
時
50
分
ま

で
に
神
社
社
務
所
に
あ
る
自
治
会

館
に
集
合
。
連
合
会
か
ら
の
報
告

か
ら
始
ま
り
、
今
日
の
事
業
予
定

な
ど
を
伝
え
る
。
そ
の
後
誕
生
月

の
会
員
を
歌
で
祝
い
、
さ
さ
や

か
な
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
贈
呈
。
そ

し
て
今
月
の
予
定
事
業
の
始
ま

り
と
な
る
。

　

本
年
度
の
事
業
を
紹
介
す
る

と
、
4
月
は
総
会
と
市
保
健
福

祉
セ
ン
タ
ー
の
保
健
師
さ
ん

に
「
高
齢
者
の
健
康
保
持
」
に

つ
い
て
基
調
講
演
し
て
い
た
だ

い
た
。
5
月
は
輪
投
げ
大
会
開

催
。
全
員
に
参
加
賞
贈
呈
。
6

月
は
自
分
で
立
て
た
抹
茶
を

飲
む
体
験
。
7
月
は
未
経
験

者
の
た
め
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
・

ゴ
ル
フ
の
講
習
会
。
8
月
、

市
健
康
づ
く
り
推
進
課
歯
科

衛
生
士
の
出
前
講
座
「
は
つ

ら
つ
健
口
講
座
」
開
催
。
9

月
は
数
年
前
の
会
の
旅
行
の

ビ
デ
オ
鑑
賞
会
。
既
に
他
界

さ
れ
た
会
員
が
多
数
映
っ
て

い
て
、
懐
か
し
む
こ
と
が
で

き
好
評
。
10
月
は
、「
防
災

食
づ
く
り
講
習
会
」。
日
赤

奉
仕
団
の
方
に
作
り
方
を
指

導
し
て
も
ら
い
自
分
の
作
っ
た
も

の
を
味
わ
っ
た
。
自
治
会
や
婦
人

会
に
も
呼
び
か
け
合
同
開
催
を
し

た
。
11
月
は
認
知
症
予
防
に
も

な
る
「
折
り
紙
講
習
会
」。
こ
の

講
習
は
好
評
で
毎
年
計
画
に
入
っ

て
い
る
。
作
品
は
町
内
に
あ
る
郵

便
局
で
展
示
し
て
い
た
だ
い
て
い

る
。
12
月
は
忘
年
会
と
他
町
内
の

単
老
と
合
同
で
、
交
通
安
全
協
会

の
協
力
で
高
齢
者
交
通
安
全
教
室

の
開
催
予
定
。
1
月
は
新
年
会
、

2
月
は
近
隣
単
老
へ
の
参
加
を
呼

び
か
け
、
中
国
の
楽
器
「
二
胡
」

の
演
奏
会
。
3
月
は
、
一
年
の
纏

め
と
し
て
社
会
見
学
会
と
レ
ス
ト

ラ
ン
で
の
ラ
ン
チ
を
予
定
し
て
い

る
。

　

毎
月
一
事
業
の
実
施
は
大
変
だ

が
、
全
員
が
喜
ん
で
参
加
し
て
く

れ
る
の
で
苦
労
の
甲
斐
が
あ
る
。

　

お
か
げ
で
今
年
度
8
名
が
入
会

し
47
名
に
な
っ
た
。

　

会
員
増
強
は
根
気
強
い
口
コ
ミ

が
大
事
で
あ
る
と
共
に
、
自
治
会

へ
の
協
力
依
頼
も
大
切
で
あ
る
。

町
内
に
は
ま
だ
ま
だ
未
加
入
者
が

い
る
の
で
根
気
よ
く
入
会
を
勧
め

て
い
こ
う
と
考
え
て
い
る
。

浜
田
地
区
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合
会　

一
白
会　

会
長　

伏
見　

允ま
さ
お夫

充
実
し
た
ク
ラ
ブ
活
動
と

会
員
増
を
求
め
て

私 た ち は 静 岡 市 老 人 ク ラ ブ 連 合 会 の 活 動 を 応 援 し て い ま す

清 水 区 ク ラ ブ 活 動 紹 介
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安
倍
川
駅
周
辺
の
生
活
環
境
に

恵
ま
れ
た
地
域
に
私
達
の
ク
ラ
ブ

は
存
在
致
し
ま
す
。
昔
は
田
園
風

景
で
あ
り
、
近
年
公
共
施
設
や

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
等
も
増

え
そ
れ
に
伴
い
人
口
増
加
も
著
し

く
な
り
ま
し
た
。

　

さ
て
、
今
課
題
と
な
っ
て
お
り

ま
す
「
会
員
減
の
対
策
」
と
し
て

私
達
は
夫
婦
で
の
加
入
と
会
員
に

よ
る
知
人
の
勧
誘
に
つ
と
め
今
年

６
名
増
の
72
名
と
な
り
ま
し
た
。

　

日
々
の
活
動
で
は
限
ら
れ
た

人
数
に
な
っ
て
し
ま
う
た
め
、

全
員
を
把
握
す
る
方
法
の
ひ
と

つ
と
し
て
三
役
が
常
日
頃
面
会

す
る
な
ど
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
取
り
合
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
地
域
の
特
産
物
を
全

員
に
配
布
し
て
い
ま
す
。
今
年

は
甘
甘
娘
（
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
）

が
大
好
評
!!

　
「
明
る
く
元
気
で
楽
し
く
」

を
モ
ッ
ト
ー
に
グ
ラ
ウ
ン
ド
・

ゴ
ル
フ
、
輪
投
げ
、
卓
球
、
公

園
清
掃
、
そ
し
て
今
年
か
ら
ペ

タ
ン
ク
に
挑
戦
。
今
「
肩
が
痛

い
～
」
と
悲
鳴
を
あ
げ
練
習
中
で

す
。
投
げ
方
が
悪
い
か
も
？
体
育

関
係
は
週
一
回
行
い
成
績
デ
ー
タ

を
と
っ
て
皆
で
褒
め
た
り
貶
し
た

り
で
和
気
あ
い
あ
い
で
す
。

　

そ
の
他
、
年
中
行
事
と
し
て
蕎

麦
打
ち
体
験
、
名
所
旧
跡
め
ぐ

り
、
日
帰
り
旅
行
、
工
場
見
学
、

懇
親
会
（
80
％
参
加
。
呑
ん
べ
え

ば
か
り
）

　

ま
た
、
自
治
会
と
の
連
携
、
会

員
15
名
が
役
員
と
し
て
参
画
し
て

お
り
自
治
会
運
営
に
貢
献
し
各
行

事
の
推
進
役
に
携
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
体
の
た
め
に
な
る
講
演

会
も
検
討
し
て
い
ま
す
。

　

例
え
ば
高
齢
者
の
管
理
栄
養

学
、
お
薬
の
知
識
な
ど
。

　

年
々
体
調
不
良
を
訴
え
る
方
も

出
て
き
て
脱
会
を
余
儀
な
く
さ
れ

る
方
も
あ
り
ま
す
が
常
に
会
員
増

を
目
指
し
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

当
ク
ラ
ブ
は
7
年
目
で
ま
だ
小

学
生
で
す
。
会
員

と
の
話
し
合
い
の

場
を
よ
り
多
く
設

け
和
気
あ
い
あ
い

と
充
実
し
た
ク
ラ

ブ
を
目
指
し
て
い

き
ま
す
。

長
田
東
学
区　

み
ず
ほ
一
丁
目
「
ひ
ま
わ
り
」
会
長　

河
口　

久

明
日
の
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
を
め
ざ
し
て

私 た ち は 静 岡 市 老 人 ク ラ ブ 連 合 会 の 活 動 を 応 援 し て い ま す

駿 河 区 ク ラ ブ 活 動 紹 介
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草
の
実
会
員
、
今
年
度
は
52
名

で
す
。
5
班
に
分
け
て
毎
月
の
例

会
の
案
内
、
バ
ス
旅
行
、
年
3
回

の
食
事
会
、
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
か
ら

の
連
絡
事
項
等
を
会
員
誰
も
が
目

を
通
し
て
も
ら
う
よ
う
に
回
覧
し

て
い
ま
す
。

　

例
会
の
時
「
誕
生
月
祝
い
」
を

行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
時
年
齢
と

何
か
一
言
話
し
て
も
ら
い
ま

す
。
こ
れ
を
皆
さ
ん
大
変
楽
し

み
に
し
て
い
る
様
に
思
い
ま

す
。
数
字
漢
字
の
脳
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
も
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。

　

輪
投
げ
練
習
会
は
毎
月
第

1
、
3
土
曜
日
午
後
1
時
か
ら

3
時
ま
で
、
目
標
ま
で
4
メ
ー

ト
ル
の
距
離
な
の
に
前
回
と
今

回
の
点
数
が
ど
う
し
て

こ
ん
な
に
違
う
の
か
と

ひ
と
り
毎
回
頭
を
か
か

え
て
い
る
状
態
で
す
。

　

ペ
タ
ン
ク
の
練
習
会

は
毎
月
第
2
、
4
水
曜

日
午
前
9
時
か
ら
バ
イ

パ
ス
高
架
下
。
雨
天
で

も
で
き
る
、
す
ば
ら
し

い
場
所
で
す
。
参
加

者
も
腕
は
い
い
が
、
ど

う
し
て
も
グ
ラ
ン
ド
に

左
右
さ
れ
悩
ん
で
い
ま

す
。

　

月
2
回
の
ク
ラ
フ
ト

教
室
は
毎
回
7
、
8
名

で
主
に
女
性
が
楽
し
ん
で
い
ま

す
。
出
来
上
が
っ
た
作
品
は
す
ば

ら
し
い
物
ば
か
り
で
す
。
指
先
を

動
か
す
こ
と
で
頭
へ
の
活
性
化
に

な
る
と
思
い
ま
す
。

　

私
が
草
の
実
会
へ
入
会
し
た
の

は
13
年
程
前
で
す
。
そ
れ
ま
で
は

町
内
の
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
チ
ー
ム
に

加
入
し
て
い
て
、
中
学
校
の
グ
ラ

ン
ド
で
の
ナ
イ
タ
ー
が
主
で
し

た
。
60
歳
を
過
ぎ
て
ど
う
も
体
が

思
う
よ
う
に
動
か
な
く
な
り
グ
ラ

ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
に
転
換
。
そ
の

時
に
草
の
実
会
へ
の
お
誘
い
が
あ

り
、
仲
間
と
入
会
し
た
こ
と
が
始

ま
り
で
す
。

私 た ち は 静 岡 市 老 人 ク ラ ブ 連 合 会 の 活 動 を 応 援 し て い ま す

葵 区 ク ラ ブ 活 動 紹 介

葵
区
西
奈
学
区　

草
の
実
会　

会
長　

山
畑　

善
次

草
の
実
会
の
仲
間
づ
く
り
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　１１月４日、ね
ん り ん ピ ッ ク 和
歌山 2019 ペタン
ク交流大会に、静
岡 市 を 代 表 し て
安東 A（葵区）が
出場しました。４
チームによる予選リーグ戦に臨み接戦の場面もあ
りましたが、惜しくも予選敗退となりました。全
国のペタンク仲間と交流を深め、元気な静岡市を
アピールすることが出来ました。

　ねんりんピック岐阜２０２０ペタンク交流大会出場チーム選考大会が
12 月 6 日（金）、清水庵原球場第 2 球場にて 64 チーム（葵区 15・駿
河区 14・清水区 35）が参加して行われました。
　予選リーグはＡ〜Ｐの 32 ブロックに分かれ、3 回戦を経て順位別に
決勝トーナメントへ進みます。試合が進む中、チーム内から「弱い弱い」

「少し右」とか指示が出ます。
　1 ゲ ー ム 終 わ る ご と
に、お互いに「次戦は頑
張って」と声を掛け合う
など交流を深めていまし
た。結果は右の表のとお
りです。（鈴木 泰造）

優勝は入江Ａ組!!接戦を制す

　「のばそう！健康寿命、担おう地域づくりを」
メインテーマに 11 月 26 日・27 日の２日間、大
宮ソニックシティ（さいたま市）で開催されまし
た。
　全国から 2,394 名が参加し、シニアクラブ静
岡市からは遠藤会長始め６名が参加しました。表
彰の部では、服部富士男元市老連会長が全国老人
クラブ連合会会長から表彰されました。
　また、今大会の宣言として、①仲間づくりの輪
を広げます。②フレイル（虚弱）対策で元気高齢
者をめざします、などが採択されました。

私 た ち は 静 岡 市 老 人 ク ラ ブ 連 合 会 の 活 動 を 応 援 し て い ま す

市 老 連 の 活 動
大会結果

順位 チーム名 区・学・地区
優　勝 入江Ａ組 清水区　入　江
準優勝 三保Ａ 清水区　三　保

第３位 原長養会 清水区　庵　原
東町ひがし会 清水区　蒲　原

敢闘賞

由比 清水区　由　比
瓦場町白寿会 葵　区　横　内
三保Ｂ 清水区　三　保
安東Ａ 葵　区　安　東

１位（予選通過）の部

優　勝 入江Ｂ組 清水区　入　江
準優勝 下島寿会Ａ 駿河区　大里東

２位（予選通過）の部

優　勝 草の実会Ｃ 葵　区　西　奈
準優勝 辻Ｂ 清水区　　辻　

３位（予選通過）の部

優　勝 横砂美生会 清水区　袖　師
準優勝 西久保Ａ 清水区　袖　師

４位（予選通過）の部

ねんりんピック和歌山２０１９ペタンク交流大会

静岡市代表で安東A（葵区）が出場！
第48回
全国老人クラブ大会が開催される

第6回 シニアクラブ静岡市ペタンク大会
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　11 月 8 日（金）～ 11 月 11 日（月）まで清水福
祉総合文化祭（作品展）がは〜とぴあ清水６階多目
的ホールで開催されました。
　今年は会場全体がすっきりとして鑑賞しやすく展
示の仕方もよく工夫されていました。
　8 つの部に分けられて作品名・地区・施設・作者

となっていて、多いのは工芸１２２点、
次は手芸の 96 点。女性の出品者が多かっ
たです。
　どの作品からも出品した人の努力が
伝わってきました。

（吉野ちよみ）

力作ぞろいの３４０点一堂に

心を込めた力作510点を展示
　11 月 20（水）～ 24 日（日）までの 5 日間、
静岡市民ギャラリーで開催されました。
　約 400 人の会員から 510 点の作品が出品され、
絵画、写真、書道、手芸・工芸の部屋に分けられ
展示されました。一つ一つの作品に作者の思いが
込められ来場者を魅了させていました。
　今年は清水区からも、ちぎ
り絵やリフォームウェア等
を出品して頂き、華を添えて
下さいました。芸術の秋にふ
さわしい行事でした。

（太田 幸江）

私 た ち は 静 岡 市 老 人 ク ラ ブ 連 合 会 の 活 動 を 応 援 し て い ま す

清水福祉総合文化祭作品展

第 15 回 葵区・駿河区合同作品展
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11
月
29
日

（
金
）
１
７
５

名
の
参
加
者
が
バ
ス
5

台
に
分
か
れ
昇
仙
峡
に

行
っ
て
き
ま
し
た
。
中
部
横
断
自

動
車
道
が
ほ
ぼ
開
通
さ
れ
ノ
ン
ス

ト
ッ
プ
で
行
け
ば
2
時
間
で
行
け

る
そ
う
で
す
が
、
私
た
ち
は
の
ん

び
り
、
途
中
ト
イ
レ
休
憩
や
道
の

駅
で
の
買
い
物
に
時
間
を
た
っ
ぷ

り
取
り
、
3
時
間
半
の
行
程
と
な

り
ま
し
た
。

　

紅
葉
に
は
少
し
遅
い
？
と
思
っ

て
い
ま
し
た
が
、
う
れ
し
い
予
想

外
！
鮮
や
か
な
紅
葉
と
景
観
が
私

た
ち
を
出
迎
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　

県
営
駐
車
場
を
ス
タ
ー
ト
し
、

荒
川
沿
い
を
歩
い
て
い
く
と
、
長

い
年
月
を
か
け

て
削
り
取
ら
れ

た
花
崗
岩
の
断

崖
や
奇
岩
・
奇

石
が
目
の
前
に

現
れ
圧
倒
さ
れ
ま
す
。

　

昇
仙
峡
の
主
峰
「
覚
円
峰
」、
大

岩
の
下
を
潜
り
抜
け
る
ス
リ
リ
ン
グ

な
「
石
門
」、
30
メ
ー
ト
ル
の
落
差

で
迫
力
の
あ
る
「
仙
娥
滝
」。
変
化

に
富
ん
だ
渓
谷
美
を
間
近
に
楽
し
む

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
階
段
を
上
が
っ
て
鳥
居
を

く
ぐ
る
と
お
土
産
街
。
水
晶
宝
石
博

物
館
に
入
り
目
の
保
養
を
し
、
ワ
イ

ン
王
国
で
ワ
イ
ン
の
試
飲
を
し
て
、

お
土
産
も
ど
っ
さ
り
買
い
込
み
ゴ
ー

ル
。
１
・
７
キ
ロ
、
約
2
時
間
の
コ

ー
ス
を
完
歩
し
ま
し
た
。

　

歩
き
に
自
信
の
無
い
方
は
ゴ
ー
ル

ま
で
バ
ス
で
行
き
、
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ

に
乗
っ
て
頂
上
か
ら
の
景
色
を
楽
し

ん
だ
り
、
影
絵
美
術
館
に
入
っ
た
り

…
そ
れ
ぞ
れ
の
楽
し
み

方
を
し
た
よ
う
で
す
。

　

こ
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

は
会
員
同
士
の
交
流
を

深
め
る
と
と
も
に
、
会

員
増
強
の
一
環
と
し
て

シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
の
活
動

の
楽
し
さ
や
魅
力
を
未
加
入
の
方

に
も
知
っ
て
頂
く
役
割
も
あ
り
、

今
回
も
25
名
の
参
加
が
あ
っ
た
と

聞
い
て
い
ま
す
。
そ
の
方
た
ち
が

仲
間
に
入
っ
て
下
さ
れ
ば
嬉
し
い

で
す
。

　

全
員
無
事
に
帰
路
に
つ
け
よ
か

っ
た
で
す
。
来
年
は
何
処
を
企
画

し
て
下
さ
る
か
楽
し
み
で
す
。

（
太
田 

幸
江
）

私 た ち は 静 岡 市 老 人 ク ラ ブ 連 合 会 の 活 動 を 応 援 し て い ま す

第4回 シニアクラブ静岡市交流ウォーキング

日本一の渓谷美
　山梨・昇仙峡を散策
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連
日
の
猛
暑
日
！
石
山
宅
へ
訪

問
し
た
の
は
奇
し
く
も
京
急
線
の

踏
切
で
快
速
特
急
列
車
と
ト
ラ
ッ

ク
の
衝
突
と
云
う
痛
ま
し
い
ニ
ュ

ー
ス
が
流
れ
る
日
と
な
っ
て
し
ま

っ
た
。

　

大
正
15
年
、
６
人
兄
弟
の
末
っ

子
と
し
て
雪
国
で
産
声
を
あ
げ

た
。
実
家
は
京
都
か
ら
観
音
像

「
十
一
面
観
音
」
を
譲
り
受
け
観

音
堂
を
建
立
。
そ
の
名

を
刻
み
「
石
山
観
音
」

と
今
も
保
存
さ
れ
て
い

る
歴
史
詰
ま
っ
た
名
家

だ
。

　

商
業
高
校
を
卒
業
後

中
島
飛
行
機
Ｋ
Ｋ
に
就

職
し
た
が
、
爆
撃
に
あ

い
閉
鎖
、
退
職
。

　

昭
和
20
年
８
月
１
日
入
隊
を
命

ぜ
ら
れ
装
備
一
式
を
手
渡
さ
れ
覚

悟
を
決
め
た
も
の
の
８
月
15
日
終

戦
！
9
月
1
日
除
隊
と
な
り
僅
か

15
日
間
の
入
隊
生
活
で
お
国
の
た

め
に
な
れ
な
か
っ
た
!?
複
雑
な
気

持
ち
。

　

終
戦
後
建
設
関
係
に
進
み
設

計
、
施
工
と
技
術
を
磨
き
「
石
山

工
務
店
」
を
設

立
。
昭
和
45
年

静
岡
行
政
監
査

局
に
勤
務
す
る

兄
さ
ん
の
声
掛

け
が
あ
り
静
岡

で
の
生
活
を
始

め
た
。
三
人
の

子
ど
も
の
成
長

を
機
に
家
業
は

息
子
さ
ん
に
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
。

　

そ
の
後
は
老
人
会
活
動
に
勢
力

的
に
取
り
組
み
、
永
年
の
会
長
職

を
退
か
れ
た
今
は
顧
問
と
し
て
会

の
運
営
を
温
か
な
眼
ざ
し
で
見
守

り
な
が
ら
も
会
の
一
員
と
し
て
大

活
躍
。
定
例
会
は
勿
論
の
こ
と
、

月
6
回
の
輪
な
げ
の
練
習
で
は
常

に
8
を
狙
い
見
事
的
中
！
「
エ
イ

ト
マ
ン
」
と
言
わ
れ
る
程
の
腕

前
、
又
多
趣
味
多
芸
で
敬
老
会
を

始
め
地
域
行
事
に
積
極
的
に
参
加

し
、
南
京
玉
す
だ
れ
等
を
披
露
し

毎
回
拍
手
喝
采
を
浴
び
る
プ
ロ
並

み
の
演
技
者
。

　

92
歳
と
は
思
え
な
い
程
、
健
康

的
で
明
る
く
元
気
な
秘
訣
は
20
歳

で
や
め
た
タ
バ
コ
、
毎
日
の
晩

酌
、
規
則
正
し
い
生
活
、
バ
ラ
ン

ス
の
と
れ
た
食
事
に
あ
る
様
で

す
。
人
生
１
０
０
年
時
代
、
老
い

を
楽
し
み
何
事
に
も
挑
戦
す
る
姿

に
は
敬
服
し
ま
し
た
。
冷
茶
と
茶

菓
の
お
も
て
な
し
ご
ち
そ
う
さ

ま
。
訪
問
に
同
席
し
て
下
さ
っ
た

葛
西
様
あ
り
が
と
う
。

（
大
石
眞
由
美
）

私 た ち は 静 岡 市 老 人 ク ラ ブ 連 合 会 の 活 動 を 応 援 し て い ま す
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葵
区
唐
瀬
街
道
（
北
街
道
の
三
松
か
ら
池
ヶ
谷
ま
で
の
幹

線
路
）
の
中
程
に
十じ

ゅ
う
に
そ
う
が
わ

二
双
川
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
川
に
沿
っ

た
道
を
東
に
向
か
っ
て
、
突
き
当
た
り
に
市
立
竜
南
小
学
校

西
門
が
あ
り
ま
す
。
川
の
右
土
手
に
、
彼
岸
花
が
今
年
も
見

事
に
咲
き
ま
し
た
。
こ
れ
は
竜
南
学
区
緑
花
推
進
会
（
学
区

自
治
会
連
合
会
が
主
体
で
、
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合
会
、
民
生

児
童
委
員
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
子
供
会
、
体
育
振
興
会
、
竜
南
小
学

校
な
ど
で
構
成
）
で
咲
か
せ
た
も
の
で
す
。

　

推
進
会
活
動
は
、
地
域
の
環
境
を
良
く
す
る
目
的
で
唐
瀬

街
道
か
ら
十
二
双
川
沿
の
道
路
、
竜
南
小
沿
の
遊
歩
道
に
花

壇
33
ヶ
所
の
整
備
と
、
桜
並
木
、
ツ
ツ
ジ
等
の
管
理
で
す
。

　

こ
の
歩
道
を
「
語
ら
い
の
小
径
」
と
名
付
け
て
お
り

ま
す
。
近
隣
の
人
た
ち
が
花
壇
の
花
を
見
に
、
散
歩
に
、

語
ら
い
に
、
よ
く
訪
れ
て
お
り
ま
す
。

　

彼
岸
花
の
咲
く
土
手
は
、
以
前
は
雑
草
と
雑
木
が
生

い
茂
っ
て
い
ま
し
た
が
、
平
成
17
年
に
環
境
を
良
く
し

よ
う
と
、市
と
協
議
し
て
、シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
が
主
と
な
っ

て
草
を
刈
り
、
雑
木
を
取
り
除
い
て
彼
岸
花
の
育
つ
状

態
に
し
ま
し
た
。

　

そ
し
て
近
く
の
野
山
か
ら
彼
岸

花
の
球
根
を
7
年
が
か
り
で
集
め

て
、
彼
岸
花
に
咲
い
て

も
ら
い
ま
し
た
。

　

今
で
は
地
域
の

人
々
の
楽
し
み
で
あ

り
、
話
題
に
な
っ
て
お

り
ま
す
。

支
え
合
う
心
の
醸
成
・
地
域
目
指
す
!!

　
清
水
区 

岡
地
区 

川
原
町
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
種
徳
会
　
杉
村
　
勝
巳

今
年
も
彼
岸
花
が
咲
き
ま
し
た

　
　
　
　
葵
区 

竜
南
学
区
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合
会
　
会
長
　
　
望
月
　
繁

　

平
成
31
年
4

月
に
会
長
職
を

引
き
受
け
ま
し

た
。
現
在
会
員

数
は
56
名
（
男

性
27
名
・
女
性

29
名
）
で
す
。

そ
の
中
か
ら
17

人
の
有
志
を
募

り
、
次
の
よ
う

な
活
動
を
始
め

ま
し
た
。

　

取
り
組
ん
だ

活
動
は
高
齢
者
宅
な
ど
へ
の
戸
別
訪
問
で
す
。

毎
週
月
曜
日
の
午
前
8
時
か
ら
リ
ヤ
カ
ー
7
台

で
、
古
紙
・
段
ボ
ー
ル
・
ア
ル
ミ
缶
な
ど
の
収

集
を
し
ま
し
た
。
以
前
は
今
ほ
ど
高
齢
者
や
一

人
暮
ら
し
の
問
題
が
提
起
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
現
在
は
超
高
齢
化
社
会
で
す
。
実
施
し
た

結
果
皆
さ
ま
か
ら
「
見
守
り
」
に
も
繋
が
る
と

大
変
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。
今
は
川
原
町
内
だ
け

の
巡
回
で
す
。
地
味
な
活
動
で
す
が
、
最
盛
期

に
は
、
地
区
近
隣
の
町
内
ま
で
広
く
回
っ
て
い

ま
し
た
。

　

地
域
奉
仕
の
一
環
と
し
て
、
今
後
も
続
け
て

い
き
た
い
と
皆
で
話
し
合
っ
て
い
ま
す
。

私 た ち は 静 岡 市 老 人 ク ラ ブ 連 合 会 の 活 動 を 応 援 し て い ま す

私 た ち こ ん な こ と し て い ま す ！
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清
水
区　

清
水
地
区　

八
千
代
町
長
寿
会　

西
ヶ
谷
光
男

単
老
を
ひ
と
回
り
し
て
玉
の
汗

葵
区　

安
東
学
区　

さ
わ
や
か
ク
ラ
ブ　

飯
田　

正
弘

枯
れ
て
な
お
風
に
吹
か
れ
る
す
す
き
か
な

駿
河
区　

川
原
学
区　

長
寿
会　

新
村　

敬
子

人
生
や
踏
み
し
ス
テ
ッ
プ
紙
一
重

葵
区　

美
和
学
区　

美
寿
々
会　

七
種
カ
ズ
子

柿
実
り
黄
金
色
風
に
靡
く
よ

葵
区　

美
和
学
区　

足
久
保
生
き
生
き
ク
ラ
ブ　

岩
田　

幸
子

色
づ
い
た
柿
を
ほ
お
ば
る
口
渋
き

葵
区　

美
和
学
区　

足
久
保
生
き
生
き
ク
ラ
ブ　

川
井　
　

曻

月
明
り
柿
盗
人
の
音
静
か

葵
区　

美
和
学
区　

足
久
保
生
き
生
き
ク
ラ
ブ　

城
内　

良
子

車
窓
か
ら
秋
の
実
徳
と
柿
葉
鮨

葵
区　

美
和
学
区　

足
久
保
生
き
生
き
ク
ラ
ブ　

前
田
か
ね
子

ま
だ
早
い
柿
の
毒
味
は
山
の
主

葵
区　

美
和
学
区　

足
久
保
生
き
生
き
ク
ラ
ブ　

田
辺　

久
之

牛
ヶ
峰
こ
れ
か
ら
降
る
ぞ
と
脅
し
雲

葵
区　

美
和
学
区　

足
久
保
生
き
生
き
ク
ラ
ブ　

横
田　

道
子

晩
御
飯
柿
を
入
れ
る
や
白
和
え
に

葵
区　

美
和
学
区　

足
久
保
生
き
生
き
ク
ラ
ブ　

鈴
木　

行
雄

里
山
の
柿
熟
し
待
つ
鳥
と
人

葵
区　

一
番
町
地
区　

一
寿
会　

遠
藤　

昭
二

小
さ
き
手
を
打
ち
て
ひ
孫
の
初
詣

葵
区　

美
和
学
区　

足
久
保
生
き
生
き
ク
ラ
ブ　

鈴
木
富
美
子

軒
先
に
吊
し
干
し
柿
里
の
朝

葵
区　

美
和
学
区　

足
久
保
生
き
生
き
ク
ラ
ブ　

川
井　

玲
子

冷
泉
家
乞き

こ
う
で
ん

巧
奠
を
今
も
猶

葵
区　

美
和
学
区　

足
久
保
生
き
生
き
ク
ラ
ブ　

吉
成　

幸
子

幼
き
日
柿
の
木
に
し
ば
る
母
の
顔

葵
区　

美
和
学
区　

足
久
保
生
き
生
き
ク
ラ
ブ　

松
永　

久
男

お
茶
の
里
国
師
忍
ん
で
朝
を
ゆ
く

葵
区　

安
東
学
区　

寿
会　

平
出　

幹
明

目
薬
の
眼
よ
り
あ
ふ
れ
て
そ
ぞ
ろ
寒

葵
区　

安
東
学
区　

寿
会　

三
浦　

範
子

存
分
に
生
き
て
芒
の
穂
波
か
な

葵
区　

安
東
学
区　

寿
会　

望
月　

澄
子

即
位
礼
平
安
絵
巻
秋
の
雨

葵
区　

安
東
学
区　

寿
会　

由
比
藤
敏
幸

秋
祭
り
い
つ
も
元
気
な
子
等
御
輿

葵
区　

安
東
学
区　

寿
会　

滝
浪　

信
恵

暖
房
に
切
り
変
り
た
る
バ
ス
の
旅

葵
区　

安
東
学
区　

し
の
の
め
ク
ラ
ブ　

朝
倉　

司
朗

老
二
人
微
笑
み
交
は
す
衣
被

葵
区　

安
東
学
区　

さ
わ
や
か
ク
ラ
ブ　

倉
戸　

照
夫

ふ
る
さ
と
は
空
の
深
さ
や
柿
た
わ
わ

葵
区　

安
東
学
区　

千
寿
会　

鈴
木　

健
仁

法
名
と
な
り
て
惜
別
初
時
雨

私 た ち は 静 岡 市 老 人 ク ラ ブ 連 合 会 の 活 動 を 応 援 し て い ま す

俳

句

会
員
文
芸
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清
水
区　

清
水
地
区　

八
千
代
町
長
寿
会　

西
ヶ
谷
光
男

歳
じ
ゃ
な
い
や
る
気
そ
の
気
で
若
が
え
り

清
水
区　

江
尻
地
区　

川
岸
町
老
人
会　

松
永　

勝
子

宇
宙
旅
行
卒
寿
迎
え
て
予
約
ま
ち

駿
河
区　

川
原
学
区　

長
寿
会　

新
村　

敬
子

笑
え
ま
す
百
日
紅
花
和
ま
せ
り

葵
区　

美
和
学
区　

健
寿
会　

岩
音　

幸
子

親
介
護
帰
路
の
花
火
に
疲
れ
と
ぶ

葵
区　

美
和
学
区　

健
寿
会　

町
塚　

慶
子

蛍
消
え
田
畑
の
上
は
ハ
イ
ウ
エ
イ

葵
区　

美
和
学
区　

健
寿
会　

赤
石　

泰
江

小
菊
咲
く
玄
関
先
に
秋
告
げ
る

葵
区　

美
和
学
区　

健
寿
会　

山
下　

利
子

秋
の
野
辺
歩
け
ば
小
菊
き
そ
い
咲
く

葵
区　

美
和
学
区　

健
寿
会　

松
永
安
太
郎

蛍
飛
ぶ
仕
事
帰
り
を
懐
し
む

葵
区　

美
和
学
区　

足
久
保
生
き
生
き
ク
ラ
ブ　

井
芹　

稔
裕

妻
が
留
守
卵
子
納
豆
か
け
ご
は
ん

葵
区　

美
和
学
区　

足
久
保
生
き
生
き
ク
ラ
ブ　

井
芹　

光
子

天
国
へ
メ
ー
ル
送
る
か
愛
犬
に

清
水
区　

清
水
地
区　

八
千
代
町
長
寿
会　

西
ヶ
谷
光
男

人
の
た
め
社
会
の
た
め
に
尽
く
さ
ん
と

　
　

地
域
の
要
シ
ニ
ア
の
仲
間

駿
河
区　

川
原
学
区　

長
寿
会　

新
村　

敬
子

愛
し
き
息こ子
友
に
「
召
さ
れ
し
」
悲
し
き
我
子

　
　

暑
き
真
夏
に
日
傘
差
し
た
や

清
水
区　

江
尻
地
区　

鍛
治
町
第
二
百
寿
会　

霜
垣　
　

慧

頼
ら
れ
し
今
朝
も
弁
当
お
茶
二
本

　
　

息
子
の
仕
事
に
間
に
合
っ
て
良
し

駿
河
区　

富
士
見
学
区　

登
呂
二
丁
目
寿
会　

石
川　

敏
子

空
蝉
と
う
れ
し
便
り
を
手
土
産
に

　
　

墓
前
で
語
る
涼
風
の
道

清
水
区　

西
久
保
第
六
年
の
輪
会　

福
井　
　

稔

鶴
姫
が
悲
運
を
遂
げ
し
袖
師
ヶ
浦
の

　
　

一
葉
の
松
は
世
の
果
つ
る
ま
で

葵
区　

美
和
学
区　

足
久
保
生
き
生
き
ク
ラ
ブ　

土
田　

彰
顕

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
の
仲
間
の
天
の
声

　
　
「
上
手
う
ま
い
」「
惜
し
い
お
し
い
」

ト
ウ
ダ
ン
ゴ

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル
当
選
者（
敬
称
略
）

　
望
月
　
鋭
子
　
　
小
野
　
映
子
　
　
山
本
　
房
子
　
　
藤
田
　
和
枝

　
杉
山
　
英
好
　
　
蓮
池
　
茂
子
　
　
朝
比
奈
　
整
　
　
橋
本
　
み
か

　
遠
藤
　
昭
二
　
　
石
川
　
敏
子

前
回
の
答
え

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル

私 た ち は 静 岡 市 老 人 ク ラ ブ 連 合 会 の 活 動 を 応 援 し て い ま す

川

柳

短

歌
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　「市老連だより」発行に際しまして、ご協賛頂きましたスポンサー各位に厚く御礼申し上げます。
本紙は会員のさらなる健康増進、生きがいの向上、会員相互の親睦などを願って発行するものであ

ります。これらの趣旨をご理解いただき、今後とも温かいご支援を賜りますようお願い申し上げます。

 　

新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。	

　

昨
年
は
令
和
と
元
号
も
変
わ
り
転
機
の
年
だ
っ
た

よ
う
に
思
い
ま
す
。
私
も
初
め
て
広
報
委
員
と
な
り
29

号
、
30
号
の
編
集
に
携
わ
り
ま
し
た
。	

　

今
ま
で
行
事
に
参
加
す
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
そ
れ

を
文
章
に
す
る
（
ま
し
て
や
皆
さ
ん
の
目
に
触
れ
る

文
）と
な
る
と
頭
を
抱
え
て
ば
か
り
で
し
た
。で
も
出
来
上
が
っ

た
広
報
誌
を
見
た
ら
達
成
感
で
嬉
し
さ
が
こ
み
上
げ
て
き
ま
し

た
。出
来
栄
え
い
か
が
で
す
か
？
喜
ん
で
頂
け
た
ら
幸
い
で
す
。

　

話
は
変
わ
り
ま
す
が
、
私
の
趣
味
は
登
山
で
す
。
こ
れ
ま
で

い
ろ
い
ろ
な
山
に
登
り
ま
し
た
。
そ
し
て
こ
れ
か
ら
も
挑
戦
し

続
け
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。そ
れ
に
は
や
は
り
健
康
が
第
一
。

皆
さ
ん
一
緒
に
「
健
康
長
寿
」
目
指
し
ま
し
ょ
う
!!

（
牧
野　

展
也
）

◎
鈴
木　

泰
造
（
清
水
区　

有　

度
）

○
大
石
眞
由
美
（
駿
河
区　

久　

能
）

　

太
田　

幸
江
（
葵　

区　

南
藁
科
）

　

石
川　

和
恵
（
葵　

区　

田　

町
）

　

牧
野　

展
也
（
駿
河
区　

川　

原
）

　

吉
野
ち
よ
み
（
清
水
区　

浜　

田
）

　

◎
は
委
員
長　

○
は
副
委
員
長

田
辺
静
岡
市
長
と
役
員
が
意
見
交
換

　

７
月
16
日
（
火
）、

静
岡
市
役
所
市
長
応

接
室
に
お
い
て
シ
ニ

ア
ク
ラ
ブ
３
区
の
会

長
と
正
副
女
性
委
員

長
及
び
事
務
局
長
計

７
名
と
田
辺
市
長
と

の
意
見
交
換
会
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
側

か
ら
は
、
高
齢
人
口

が
増
え
続
け
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
ク
ラ
ブ

の
会
員
数
が
減
り
続
け
て
い
る
厳
し
い
現
状
説

明
と
、
そ
の
よ
う
な
中
で
も
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
活

動
は
健
康
長
寿
実
現
そ
の
も
の
で
あ
り
、
社
会

に
役
立
っ
て
い
る
こ
と
を
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し

た
。

　

田
辺
静
岡
市
長
か
ら
は
、
健
康
長
寿
は
私
の

市
政
運
営
の
大
き
な
柱
の
一
つ
に
な
っ
て
お

り
、
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん
は
是
非
ロ
ー
ル

モ
デ
ル
（
お
手
本
）
と
な
っ
て
ほ
し
い
。
三
区

の
３
本
の
矢
が
一
つ
に
ま
と
ま
っ
て
こ
ん
な
こ

と
が
大
事
だ
か
ら
シ
ニ
ア
と
市
が
一
緒
に
な
っ

て
健
康
長
寿
に
取
り
組
も
う
と
提
案
し
て
い
た

だ
け
れ
ば
支
援
が
し
や
す
い
。
ま
た
こ
れ
か
ら

は
、
も
っ
と
皆
さ
ん
に
近
づ
き
た
い
の
で
シ
ニ

ア
ク
ラ
ブ
の
活
動
に
努
め
て
出
席
し
て
み
た
い

と
の
力
強
い
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。

　

予
定
時
間
を
大
幅
に
超
過
す
る
１
時
間
余
の

熱
の
こ
も
っ
た
意
見
交
換
会
と
な
り
ま
し
た
。

　10 月 21 日、中央福祉センター大会議室で行われ、
16 名の方が参加されました。
　司会者の質問に迷回答、珍解答続出。会場は終始
笑いの渦。「一年間分くらい笑
っちゃった」との声も聞こえる
程楽しい予選会となりました。

ご長寿グランプリ予選会

参加者の迷回答・珍回答続出 !!

私 た ち は 静 岡 市 老 人 ク ラ ブ 連 合 会 の 活 動 を 応 援 し て い ま す

◇スポンサーへのお礼

編 集 後 記


